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日本国有鉄道清算事業団の債務等の処理

に関する法律に定める施策の実施の状況

に関する報告

令和5年2月



この報告は、日本国有鉄道清算事業団の債務等の処理に関する法律（平成

10年法律第136号）第31条の規定に基づき、国鉄長期債務の処理に関する施

策の実施の状況について行うものである。
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第一 施策の実施の状況の概要
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「日本国有鉄道清算事業団の債務等の処理に関する法律」に定める
施策の実施の状況の概要

はじめに

平成10年10月に約28兆円にのぼる国鉄長期債務の処理策を実施するための

「日本国有鉄道清算事業団の債務等の処理に関する法律」が成立し、これに基

づき、同月より国鉄長期債務の処理策が実施に移された。

同法第31条により、政府は、国会に対し、毎年、国鉄長期債務の処理に関す

る施策の実施の状況を報告しなければならないこととされており、本報告は令

和3年度に実施した施策の実施の状況を報告するものである。

１．国における承継した債務の処理状況

平成10年度末時点での一般会計に承継された国鉄長期債務の残高は、24兆98

億円であったが、令和3年度末時点では、15兆5,678億円となった。

このうち、「日本国有鉄道清算事業団の債務等の処理に関する法律」の規定

により、平成10年10月に承継された同事業団の有利子債務16兆301億円の令和

3年度末における残高は、11兆173億円となり、また、承継実施後令和3年度末

までの間において発生した利子等は3兆9,888億円となった。

これらの支払財源については、郵便貯金特別会計からの特別繰入れ（平成14

年度まで）、たばこ特別税収及び一般会計国債費等により手当した。

２．鉄道建設・運輸施設整備支援機構が行う特例業務の状況

日本鉄道建設公団は、平成10年10月22日の「日本国有鉄道清算事業団の債務

等の処理に関する法律」の施行により、日本国有鉄道清算事業団の権利義務を

承継し、年金等負担金等の支払い、土地・株式の処分等を特例業務として実施

することとなった。

土地・株式の処分については、「日本国有鉄道清算事業団の解散に伴う日本

鉄道建設公団による特例業務の実施及び職員の再就職対策について」（平成10

年2月20日閣議決定）に基づき進めることとされた。

日本鉄道建設公団の特例業務は、特殊法人改革に伴い、平成15年10月から独

立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構（以下「機構」という。）に引き

継がれた。

また、平成23年8月1日の「日本国有鉄道清算事業団の債務等の処理に関する

法律」の改正により、「旅客鉄道株式会社及び日本貨物鉄道株式会社に関する

法律」に定める旅客会社及び貨物会社の経営自立のための支援等の鉄道関連施

策を特例業務として実施することとなった。さらに、令和3年4月1日の「日本国

有鉄道清算事業団の債務等の処理に関する法律」の改正により、当該施策の内

容を見直し・拡充した上で、実施期限を令和13年3月31日まで延長する等の措置

が講じられた。

令和3事業年度における特例業務の実施結果は、年金等負担金等の支払いは

641億円、北海道旅客鉄道株式会社及び四国旅客鉄道株式会社に対する特別債券

に係る利子の支払いは90億円、両社の経営基盤の強化を図るための助成金の交

付等は1,332億円、独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構に対する四国

旅客鉄道株式会社の本四備讃線に係る鉄道施設の改修に必要な資金の交付は8億

円、津軽海峡線に係る鉄道施設の改修に必要な資金の機構の建設勘定への繰入

は2億円、貨物調整金の交付に必要な資金の機構の建設勘定への繰入は136億円

であった。

- 3 -



- 4 -



第二 国における承継した債務の処理状況
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国鉄長期債務に係る国債及び借入金の状況に関する令和2年度末及び

令和3年度末における現在額

（額面ベース・単位：百万円）

令和2年度末 令和3年度末

日本国有鉄道清算事業団承継債務借換国債 15,929,999 15,567,803

日本国有鉄道清算事業団債券承継国債 － －

借 入 金 － －

合 計 15,929,999 15,567,803

注１ 「日本国有鉄道清算事業団承継債務借換国債」とは、日本国有鉄道清算事

業団の債務等の処理に関する法律の規定により、一般会計において承継した

借入金及び債券を借り換えるための国債である。

注２ 「日本国有鉄道清算事業団債券承継国債」とは、日本国有鉄道清算事業団

の債務等の処理に関する法律の規定により、一般会計において承継した債券

に係る債務である。なお、「日本国有鉄道清算事業団債券承継国債」につい

ては、既に平成19年度に借り換え及び償還が終了している。

注３ 「借入金」とは、日本国有鉄道清算事業団の債務等の処理に関する法律の

規定により、一般会計において承継した借入金に係る債務である。なお、

「借入金」については、平成23年度に借り換え及び償還が終了している。
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第三 独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構

が行う特例業務の状況

（1） 令和3事業年度貸借対照表

（2） 令和3事業年度行政コスト計算書

（3） 令和3事業年度損益計算書

（4） 令和3事業年度純資産変動計算書

（5） 令和3事業年度キャッシュ・フロー計算書

（6） 令和3事業年度利益の処理に関する書類
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特例業務勘定

　資　産  の  部

　Ⅰ　流　　動　　資　　産

282,581,222,669

268,900,000,000

234,635,596,500

59 234,635,596,559

4,387,915

3,690,031,157

7,673,809

1,654,550

789,820,566,659

　Ⅱ　固　　定　　資　　産

1 有　形　固　定　資　産

130,872,771

-101,162,848 29,709,923

52,552,009

-43,584,686 8,967,323

有 形 固 定 資 産 合 計 38,677,246

2 無　形　固　定　資　産

45,859,401

455,000

無 形 固 定 資 産 合 計 46,314,401

3 投 資 そ の 他 の 資 産

585,535,554,476

481,586,106,074

62,742,054

-57,280,542 5,461,512

1,738,400

4,190,145

投資その他の資産合計 1,067,133,050,607

1,067,218,042,254

1,857,038,608,913

　負　債  の  部

　Ⅰ　流　　動　　負　　債

22,000,000,000

5,361,899,441

105,994,490

694,274,164

54,335,842 54,335,842

28,216,503,937

　Ⅱ　固　　定　　負　　債

411,000,000,000

13,867,684

303,894,000,000

707,800,000

9,902,367,000

10,110,701,000 324,628,735,684

735,628,735,684

763,845,239,621

　純　資  産  の  部

　　　利　益　剰　余　金

(注) 1,014,464,321,119

(注) 77,310,502,265

1,418,545,908

( 1,418,545,908 )

　利　益　剰　余　金　合　計 1,093,193,369,292

　　　純　　資　　産　　合　　計 1,093,193,369,292

　　負　債　純　資　産　合　計 1,857,038,608,913

(注)　これらは、独立行政法人固有の会計処理に伴う勘定科目である。

１年以内償還予定鉄道建設・運輸施設整備
支援機構債券

退 職 給 付 引 当 金

共 済 年 金 追 加 費 用 引 当 金

引 当 金

恩 給 負 担 金 引 当 金

土 壌 汚 染 対 策 等 引 当 金

業 務 災 害 補 償 費 引 当 金

引 当 金

賞 与 引 当 金

減 価 償 却 累 計 額

ソ フ ト ウ ェ ア

電 話 加 入 権

長 期 貸 付 金

長 期 未 収 金

敷 金 ・ 保 証 金

　　固　定　資　産　合　計

　資　　産　　合　　計

他 勘 定 長 期 貸 付 金

未 払 金

未 払 費 用

未 収 金

現 金 及 び 預 金

有 価 証 券

　　流　動　資　産　合　計

工 具 器 具 備 品

　　固　定　負　債　合　計

鉄道建設・運輸施設整備支援機構債券

(令和4年3月31日)

(単位:円)　

貸借対照表

　　流　動　負　債　合　計

そ の 他

処 分 用 有 価 証 券

預 り 金

処 分 用 そ の 他 資 産

建 物

処 分 用 資 産

未 収 収 益

１ 年 以 内 回 収 予 定 長 期 貸 付 金

　　利　益　剰　余　金　合　計

そ の 他

減 価 償 却 累 計 額

貸 倒 引 当 金

前 中 期 目 標 期 間 繰 越 積 立 金

積 立 金

当 期 未 処 分 利 益

( う ち 当 期 総 利 益 )

　　　負　　債　　合　　計
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特例業務勘定 (単位:円)

　Ⅰ

2,495,103,950

31,832,805,915

1,203,226,716

9,511,351,200

20,500

129,963

45,042,638,244

　Ⅱ 45,042,638,244

行政コスト計算書
(令和3年4月1日～令和4年3月31日)

一 般 管 理 費

財 務 費 用

損 益 計 算 書 上 の 費 用

行 政 コ ス ト

損 益 計 算 書 上 の 費 用 合 計

特 例 業 務 費

鉄 道 支 援 助 成 業 務 費

臨 時 損 失

雑 損
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特例業務勘定 (単位:円)

経　常　費　用

処 分 用 土 地 売 却 原 価 14,130,085 14,130,085

83,257,009

13,247,997

41,216,805

8,031,444

3,237,300

773,758,447

229,500,000

14,710,768 1,181,089,855

1,086,628,348

47,932,000

104,805,361

74,648,386 1,314,014,095

31,832,805,915 31,832,805,915

441,906,780

69,118,393

179,378,427

19,349,806

3,273,121

11,193,919

10,069,880

3,679,350

122,764,161

46,304,398

6,911,445

20,981,253

208,154,675

60,141,108 1,203,226,716

9,510,225,000

1,126,200 9,511,351,200

20,500 20,500

45,042,508,281

経　常　収　益

14,345,263 14,345,263

1,433,771,000

754,311,770

43,330,039,441 43,330,039,441

928,716,242

46,461,183,716

1,418,675,435

臨　時　損　失

32,520

97,443 129,963

臨　時　利　益

436 436

1,418,545,908

1,418,545,908

土 壌 汚 染 対 策 等 引 当 金 繰 入

共 済 関 係 業 務 費

法 定 福 利 費

そ の 他

役 職 員 給 与

業 務 災 害 補 償 費

そ の 他

不 用 資 産 処 理 費

鉄 道 支 援 助 成 金

通 信 運 搬 費

借 料 及 び 損 料

支 払 利 息

退 職 給 付 費 用

租 税 公 課

雑 損

　　経　常　費　用　合　計

そ の 他

財 務 費 用

賞 与 引 当 金 繰 入

備 消 耗 品 費

日 本 鉄 道 共 済 組 合 負 担 金

旅 費

鉄 道 支 援 助 成 業 務 費

福 利 厚 生 費

出 向 受 入 職 員 人 件 費

恩 給 引 当 金 繰 入

当 期 総 利 益

財 務 収 益

そ の 他 の 財 務 費 用

光 熱 水 料

一 般 管 理 費

固 定 資 産 除 却 損

受 取 利 息

当 期 純 利 益

固 定 資 産 売 却 益

減 価 償 却 費

処 分 用 資 産 売 却 収 入

処 分 用 土 地 売 却 収 入

損 害 賠 償 金

経　　常　　利　　益

雑 益

　　経　常　収　益　合　計

共 済 年 金 追 加 費 用 引 当 金 戻 入 益

業 務 災 害 補 償 費 引 当 金 戻 入 益

賞 与 引 当 金 繰 入

(令和3年4月1日～令和4年3月31日)
損益計算書

法 定 福 利 費

資 産 処 分 業 務 費

処 分 用 資 産 売 却 原 価

職 員 給 与

出 向 受 入 職 員 人 件 費

外 部 委 託 費
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特例業務勘定 (単位:円)

　Ⅰ　業務活動によるキャッシュ・フロー

原材料、商品又はサービスの購入による支出 -1,913,634,532

人件費支出 -968,943,703

鉄道支援助成金支出 -17,567,547,827

共済年金追加費用の支払による支出 -60,750,229,000

恩給負担金の支払による支出 -164,739,000

業務災害補償費の支払による支出 -3,140,856,589

他勘定へ繰入 -13,471,782,537

その他の業務支出 -286,778,724

処分用資産取得支出 -86,000,256,800

処分用資産売却収入 14,345,263

貸付金の回収による収入 4,098,058,025

その他の業務収入 907,929,494

　　　小計 -179,244,435,930

利息及び配当金の受取額 43,326,538,947

利息の支払額 -9,510,225,000

　　　業務活動によるキャッシュ・フロー -145,428,121,983

　Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 -572,600,000,000

有価証券の償還による収入 354,100,000,000

有形固定資産の取得による支出 -3,704,492

無形固定資産の取得による支出 -16,672,858

定期預金の預入れによる支出 -344,400,000,000

定期預金の払戻しによる収入 292,800,000,000

他勘定長期貸付金の回収による収入 365,136,446,097

その他 5,600

　　　投資活動によるキャッシュ・フロー 95,016,074,347

　Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー 0

　Ⅳ　資金に係る換算差額 0

　Ⅴ　資金減少額 -50,412,047,636

　Ⅵ　資金期首残高 180,893,270,305

　Ⅶ　資金期末残高 130,481,222,669

キャッシュ･フロー計算書
(令和3年4月1日～令和4年3月31日)
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特例業務勘定 (単位:円)

Ⅰ　当期未処分利益 1,418,545,908

　　　当期総利益 1,418,545,908

Ⅱ　利益処分額

　　　積立金 1,418,545,908 1,418,545,908

利益の処分に関する書類
(令和4年8月9日)
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Ⅰ 重要な会計方針 

 

   当事業年度より、改訂後の「独立行政法人会計基準」及び「独立行政法人会計基準注解」（令和 3 年 9 月 21

日改訂）並びに「『独立行政法人会計基準』及び『独立行政法人会計基準注解』に関するＱ＆Ａ」（令和 4 年 3

月最終改訂）（以下、「独立行政法人会計基準等」という。）を適用して、財務諸表等を作成しております。 

なお、改訂のうち時価の算定に係る改訂内容は令和 4 事業年度から、収益認識に係る改訂内容は令和 5 事業

年度から適用となります。 

 

1. 減価償却の会計処理方法 

(1) 有形固定資産 

定額法を採用しております。 

なお、主な資産の耐用年数は以下のとおりであります。 

建物       8～15 年 

工具器具備品   5～10 年 

 

(2) 無形固定資産 

定額法を採用しております。 

なお、法人内利用のソフトウェアについては、法人内における利用可能期間(5 年)に基づいております。 

 

2. 賞与引当金の計上基準 

役員及び職員の賞与の支給に備えるため、賞与支給見込額のうち、当事業年度に負担すべき金額を計上し

ております。 

 

3. 退職給付に係る引当金の計上基準 

(1) 退職給付に係る引当金の計上基準 

役員及び職員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき計上し

ております。 

退職給付債務の算定に当たり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法について

は期間定額基準によっております。 

過去勤務費用は、その発生時の職員の平均残存勤務期間以内の一定の年数(9年)による定額法により費

用処理しております。 

数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における職員の平均残存勤務期間以内の一定の年数(9年)に

よる定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理することとしております。 

    

(2) その他の事項 

当機構は、旧日本国有鉄道(以下「旧国鉄」という。)の清算業務として、旧国鉄職員に対する恩給負担

金、年金の給付に要する費用(共済年金追加費用)の支払いを行っております。これら退職給付は旧国鉄職

員に対する退職給付であり、当機構在籍職員に対する退職給付ではありません。このため、業務目的に係

る負債性引当金であることをより明瞭に表示するため、貸借対照表上「共済年金追加費用引当金」「恩給

負担金引当金」として独立掲記しております。 

 

4. その他の引当金の計上基準 

(1) 貸倒引当金 

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率に基づき、貸倒懸念債権及び破

産更生債権等については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。 
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(2) 共済年金追加費用引当金 

当機構は、日本国有鉄道清算事業団の債務等の処理に関する法律(平成 10 年法律第 136 号。以下「債務

等処理法」という。)に基づき、特例業務として旧国鉄に係る共済年金追加費用について負担することと

されております。 

この給付負担に備えるため、事業年度末において見積もられる翌期以降の将来キャッシュ･フロー総額

を期末現在価値に割り引いた額(割引率は、0.0％。)を「共済年金追加費用引当金」として計上しており

ます。 

事業年度末における基礎率の見直しに伴い発生する数理計算上の差異は、発生年度に一括償却してお

ります。 

 

(3) 恩給負担金引当金 

当機構は、債務等処理法に基づき、特例業務として旧国鉄に係る年金の給付に要する費用(恩給負担金)

について負担することとされております。 

この給付負担に備えるため、事業年度末において見積もられる翌期以降の将来キャッシュ･フロー総額

を期末現在価値に割り引いた額(割引率は、3.9％。)を「恩給負担金引当金」として計上しております。 

事業年度末における基礎率の見直しに伴い発生する数理計算上の差異は、発生年度に一括償却してお

ります。 

 

(4) 業務災害補償費引当金 

当機構は、債務等処理法に基づき、特例業務として旧国鉄に係る年金の給付に要する費用(業務災害補

償費)について負担することとされております。 

この給付負担に備えるため、事業年度末において見積もられる翌期以降の将来キャッシュ･フロー総額

を期末現在価値に割り引いた額(割引率は、0.0％。)を「業務災害補償費引当金」として計上しておりま

す。 

事業年度末における基礎率の見直しに伴い発生する数理計算上の差異は、発生年度に一括償却してお

ります。 

 

(5) 土壌汚染対策等引当金 

売却した処分用土地の土壌汚染の対策等に係る費用負担に備えるため、当該費用見込額を計上してお

ります。 

 

5. 有価証券(処分用を含む。)の評価基準及び評価方法 

(1) 満期保有目的の債券 

償却原価法(定額法)によっております。 

 

(2) その他有価証券 

時価のないもの 

移動平均法に基づく原価法によっております。 

 

6. 棚卸資産の評価基準及び評価方法 

処分用資産(有価証券を除く。) 

個別法による低価法によっております。 

 

7. 消費税等の会計処理 

消費税等の会計処理は、税抜方式によっております。 
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8. 表示方法の変更 

    独立行政法人会計基準等の改訂に伴い、当事業年度より、財務諸表に重要な会計上の見積りに関する注記

を記載しております。 

 

 

Ⅱ 注記事項 
 

〔重要な会計上の見積り〕 

共済年金追加費用引当金の算定 

(1) 当該事業年度の財務諸表に計上した金額 

共済年金追加費用引当金              303,894,000,000 円 

(2) 会計上の見積りの内容について国民その他の利害関係者の理解に資するその他の情報 

共済年金追加費用引当金は、債務等処理法に基づき旧国鉄に係る年金受給者に対して給付するため、事

業年度末において見積もられる翌期以降の将来キャッシュ・フロー総額を期末現在価値に割り引いた額

を計上しております。 

将来キャッシュ・フロー総額の見積りにあたっては、今後の年金改定率等の仮定を用いております。年

金改定率は、共済年金追加費用が発生した昭和 31 年度以降の物価変動率の平均値（異常値を除く）をベ

ースとし、この値からマクロ経済スライドによる調整率を加味して、実質的な年金改定率としております。

また、割引率は平均残存支給期間に応じた国債の利回りを使用しております。 

なお、当該見積りは現時点の最善の見積りであるものの、今後の経済状況が変化した場合には、翌事業

年度の財務諸表において「共済年金追加費用引当金」の金額は増減する可能性があります。 

 

〔行政コスト計算書関係〕 

1.  独立行政法人の業務運営に関して国民の負担に帰せられるコスト 

行政コスト                                 45,042,638,244 円 

    自己収入等                                   -46,461,184,152 円 

    機会費用                          20,639,650 円  

   独立行政法人の業務運営に関して 

国民の負担に帰せられるコスト              -1,397,906,258 円 

 

2.  機会費用の計上方法 

 国又は地方公共団体との人事交流による出向役職員から生ずる機会費用の計算方法 

当該役職員が国又は地方公共団体に復帰後退職する際に支払われる退職金のうち、当機構での勤務期

間に対応する部分について、独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構役員退職手当支給規程及び独

立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構職員退職手当支給規程に定める退職給付支給基準等を参考

に計算しております。 

 

〔損益計算書関係〕 

「恩給負担金引当金繰入」、「共済年金追加費用引当金戻入益」、「業務災害補償費引当金戻入益」は、基礎率見

直しに伴い発生する数理計算上の差異の一括償却額及び利息費用であります。なお、受取利息には、他勘定長期

貸付金に係る貸付金利息 43,315,698,995 円が含まれております。 
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〔キャッシュ･フロー計算書関係〕 

1. 資金の期末残高の貸借対照表科目別の内訳 

現金及び預金                            282,581,222,669 円 

定期預金                        -152,100,000,000 円  

資金期末残高                            130,481,222,669 円 

 

2. 重要な非資金取引の内容 

北海道旅客鉄道株式会社及び四国旅客鉄道株式会社に対し、ＤＥＳ(デット・エクイティ・スワップ)によ

る現物出資により、１年以内回収予定長期貸付金 29,890,339,700 円が減少した一方で、処分用有価証券が

29,890,339,700 円増加しております。 

 

〔金融商品関係〕 

1. 金融商品の状況に関する事項 

(1) 金融商品の状況に関する事項 

特例業務勘定においては、独立行政法人通則法(平成 11 年法律第 103 号。以下「通則法」という。)第

47 条に基づき、国債、地方債、政府保証債及び金融債に限っており、また、旧国鉄職員に対する年金等

の支払いを将来にわたり確実に実施するため、特例業務勘定資産運用・管理規程を定め、資産の計画的な

運用及び運用資産の安全な管理等を適切に行うこととしております。なお、このほか、余裕資金が生じた

場合は譲渡性預金等により短期的な運用を行っております。 

 

(2) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明 

金融商品の時価には、市場価格に基づく時価のほか、市場価格が無い場合には合理的に算定された価額

が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採

用することにより、当該価額が変動することがあります。 

 

2. 金融商品の時価等に関する事項 

期末日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。 

(単位：円)   

 貸借対照表計上額 時価 差額 

(1) 現金及び預金 282,581,222,669 282,581,222,669 0 

(2) 有価証券 268,900,000,000 268,900,000,000 0 

(3) 長期貸付金 589,225,585,633 554,274,537,776 -34,951,047,857 

(4) 他勘定長期貸付金 481,586,106,074 639,793,381,390 158,207,275,316 

(5) 鉄道建設･運輸施設整備支

援機構債券 
(433,000,000,000) (512,634,989,551) (79,634,989,551)

(*1) 負債に計上されているものは、( )で示しております。 

(*2) 長期貸付金には1年以内回収予定長期貸付金を含めて計上しております。 

(*3) 鉄道建設･運輸施設整備支援機構債券には1年以内償還予定鉄道建設･運輸施設整備支援機構債券を含め

て計上しております。 

 

(注 1) 金融商品の時価の算定方法及び有価証券等に関する事項 

(1) 現金及び預金 

現金及び預金は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価

額によっております。 

(2) 有価証券 

有価証券は譲渡性預金であり、短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことか
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ら、当該帳簿価額によっております。 

 

(3) 長期貸付金 

長期貸付金の時価については、北海道旅客鉄道株式会社、四国旅客鉄道株式会社及び日本貨物

鉄道株式会社への無利子貸付金であり、元金をそれぞれ残存期間に対応する国債の流通利回りで

割り引いて算定する方法によっております。 

 

(4) 他勘定長期貸付金 

他勘定長期貸付金は、独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構法(平成 14 年法律第 180

号)等に基づき、助成勘定の鉄道施設譲渡収入の一部を旧国鉄職員の年金等財源として受け入れる

ものであり、同勘定に対する貸付金として整理されております。 

同勘定からの償還条件等は法令で規定されている特殊な債権ですが、時価については、市場性

を織り込む観点から元利金の合計額を残存期間に対応する国債の流通利回りで割り引いて算定す

る方法によっております。 

 

(5) 鉄道建設・運輸施設整備支援機構債券 

当機構の発行する鉄道建設・運輸施設整備支援機構債券の時価は市場価格によっておりますが、

鉄道建設・運輸施設整備支援機構特別債券の時価については市場性を織り込む観点から元利金の

合計額を残存期間に対応する国債の流通利回りで割り引いて算定する方法によっております。 

 

(注 2) 時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品 

               (単位：円)  

区分 貸借対照表計上額 

処分用有価証券(非上場株式) 234,635,596,500 

処分用有価証券(非上場株式)については、市場価格がなく、かつ、将来キャッシュ・フローを見積も

ること等ができず、時価を把握することが極めて困難と認められるため「2.(2)有価証券」には含めて

おりません。 

 

〔有価証券関係〕 

1. 満期保有目的の債券 

(単位：円)  

区分 貸借対照表計上額 決算日における時価 差額 

時価が貸借対照表計上額を

超えるもの 
0 0 0 

時価が貸借対照表計上額を

超えないもの 
268,900,000,000 268,900,000,000 0 

計 268,900,000,000 268,900,000,000 0 

 

2. 当事業年度中に売却した満期保有目的の債券 

該当ありません。 

 

3. 満期保有目的の債券の決算日後における償還予定額 

     (単位：円)  

区分 1 年以内 

譲渡性預金 268,900,000,000 

計 268,900,000,000 
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〔退職給付関係〕 

1. 採用している退職給付制度の概要 

当機構は、役員及び職員の退職給付に充てるため、非積立型の確定給付制度を採用しております。退職一

時金制度では、退職給付として、給与と勤務期間に基づいた一時金を支給しております。 

 

2. 確定給付制度 

(1) 退職給付債務の期首残高と期末残高の調整表 

期首における退職給付債務                  12,756,300 円  

  勤務費用                           6,175,058 円  

  数理計算上の差異の当期発生額                -329,606 円  

  退職給付の支払額                      -4,331,300 円  

 期末における退職給付債務                     14,270,452 円  

 

(2) 退職給付債務と貸借対照表に計上された退職給付引当金の調整表 

非積立型制度の未積立退職給付債務                14,270,452 円  

未認識数理計算上の差異                     -419,483 円  

未認識過去勤務費用                           16,715 円  

退職給付引当金                         13,867,684 円  

 

(3) 退職給付に関連する損益 

勤務費用                          6,175,058 円  

数理計算上の差異の当期の費用処理額              736,073 円  

過去勤務費用の当期の費用処理額                       314 円  

  合計                               6,911,445 円  

 

(4) 数理計算上の計算基礎に関する事項 

期末における主要な数理計算上の計算基礎(加重平均で表しております。) 

割引率 0.2％ 

 

 

Ⅲ 重要な債務負担行為 
 

翌事業年度以降に支払いを予定している債務負担行為額は、1,110,951,951 円であります。 

 

 

Ⅳ 重要な後発事象 

 

   該当ありません。 
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Ⅴ その他 

 

〔国鉄清算事業に伴う財務上の潜在的なリスクについて〕 

当機構(特例業務勘定)では、「旧国鉄職員の石綿健康被害に伴う補償関係経費、旧国鉄から承継した処分用の

土地に係る土壌汚染処理費、訴訟賠償費用」について、金額を合理的に見積もることができない部分は支出年度

に費用計上しておりますが、これらの費用は引き続き発生する可能性のある債務として存在します。 

また、これらの費用が発生した場合又は共済年金追加費用引当金等の予定給付債務に係る基礎率に著しい変

動があった場合は、自己収入を充当し、不足額については利益剰余金(積立金)を充当することとしております。 

 

〔債務等処理法の改正に基づく業務について〕 

令和 3 年 4 月 1 日に施行された債務等処理法に基づき、次の業務を行っております。 

(1) 当該事業年度において、債務等処理法附則第 5 条第 1 項第 1 号の規定に基づき、北海道旅客鉄道株式会社

及び北海道高速鉄道開発株式会社に対し、老朽化した鉄道施設等の更新その他の鉄道施設等の整備に必要な

資金として、総額 17,309,441,924 円の交付を行っております。 

(2) 当該事業年度において、債務等処理法附則第 5 条第 1 項第 2 号の規定に基づき、北海道旅客鉄道株式会社

及び四国旅客鉄道株式会社に対し、生産性の向上に資する施設等の整備及び管理に必要な資金として、総額

86,000,256,800 円の出資を行っております。 

(3) 当該事業年度において、債務等処理法附則第 5 条第 1 項第 3 号の規定に基づき、北海道旅客鉄道株式会社

及び四国旅客鉄道株式会社に対し、貸付金に係る債権の一部として、総額 29,890,339,700 円の出資を行っ

ております。 

(4) 当該事業年度において、債務等処理法附則第 6 条第 1 項の規定に基づき、四国旅客鉄道株式会社に対し、

経営基盤の強化に必要な資金の貸付けを行う金融機関に対する利子補給金として、総額 846,903 円の支給を

行っております。 

(5) 当該事業年度において、債務等処理法第 13 条第 3 項の規定に基づき、独立行政法人日本高速道路保有・債

務返済機構に対し、四国旅客鉄道株式会社の本四備讃線に係る鉄道施設の改修に必要な資金として、総額

762,000,000 円の交付を行っております。 

(6) 当該事業年度において、債務等処理法第 27 条第 4 項の規定に基づき、北海道旅客鉄道株式会社の津軽海峡

線に係る鉄道施設の改修に必要な費用に充てるため、特例業務勘定から建設勘定へ総額 153,922,099 円の繰

入れを行っております。 

(7) 当該事業年度において、債務等処理法附則第 8 条第 3 項の規定に基づき、並行在来線の貨物調整金に要す

る費用に充てるため、特例業務勘定から建設勘定へ総額 13,606,594,989 円の繰入れを行っております。 
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令和 3 事業年度事業の概要 

 

 

 令和 3 事業年度における鉄道建設・運輸施設整備支援機構（以下「機構」とい

う。）の特例業務実施結果は次のとおりである。 

 

① 年金等負担金等の支払い     64,136 百万円 

 

ア 日本国有鉄道の役員又は職員であった者等に係る恩給に要する費用の支払 

  い 

 

イ 日本鉄道共済組合等が支給する年金の給付に要する費用等の支払い 

 

② 北海道旅客鉄道株式会社及び四国旅客鉄道株式会社に対する特別債券に係る 

 利子の支払い            9,000 百万円 

 

③ 北海道旅客鉄道株式会社及び四国旅客鉄道株式会社の経営基盤の強化を図る

ための助成金の交付等 

  ア 助成金            17,309 百万円 

 

  イ 出資金            115,891 百万円 

うち北海道旅客鉄道株式会社及び四国旅客鉄道株式会社に対する貸付金に

係る債権の出資         29,890 百万円 

 

  ウ 利子補給金             1 百万円 

 

④ 独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構に対する四国旅客鉄道株式会

社の本四備讃線に係る鉄道施設の改修に必要な資金の交付 

762 百万円 

 

⑤ 津軽海峡線に係る鉄道施設の改修に必要な資金の機構の建設勘定への繰入 

154 百万円  

 

⑥ 貨物調整金の交付に必要な資金の機構の建設勘定への繰入 

          13,607 百万円 
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